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１．概要（Summary） 

共役系高分子はドーピングにより高い電気伝導性

を示す。光学的には、ドーピングによって生じるポー

ラロン準位に起因して赤外光領域に吸収が現れ、元の

π、π*バンド間の励起子吸収（可視光領域）が減少す

る。我々は、このような電気伝導状態の共役系高分子

の光学応答の研究を行ってきた[1,2]。今年度は、時間

分解発光分光法とテラヘルツ分光法を用いて研究を

行った。その研究において、ナノテクノロジープラッ

トフォームの装置を利用した。ここでは、時間分解発

光分光法を用いた研究について報告を行う。 
共役系高分子は柔らかい構造をもつので、これらの

特徴を活かし、フレキシブルな透明電極として共役系

高分子の応用が期待されている。特に、ポリチオフェ

ン poly(3,4-ethylenedioxythiophene) (PEDOT) が

poly(styrenesulfonate) (PSS) によって化学的にドー

プされた PEDOT-PSS は実用段階に近いと考えられ

ているが、その光励起状態の緩和過程はほとんど知ら

れていない。本研究では、近赤外光および紫外光照射

下の PEDOT-PSS の発光測定を行い、光励起状態の緩

和を調べた。 
 
２．実験（Experimental） 

スピンコーティング法およびドロップキャスト法

により成膜された PEDOT-PSS の膜厚を、段差計

Dektak150 を用いて測定した。近赤外光照射下の定

常発光測定では、励起光源として cw 半導体レーザー

（光子エネルギー1.59eV）を用い、時間分解発光測定

にはフェムト秒チタンサファイアレーザー（光子エネ

ルギー1.55eV）を用いた。紫外光照射下の定常発光測

定には cw 半導体レーザー（光子エネルギー3.08 eV）、

時間分解発光測定にはフェムト秒チタンサファイア

レーザーの二次高調波を用いた。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 近赤外光照射下の PEDOT-PSS は、ピークエネルギ

ー1.3eV、半値全幅 0.3 eV の発光を示し、その発光は

数十 ps 程度続くことがわかった。この発光の起源は

ドーピングによって生成されたPEDOTのポーラロン

であることが示唆される。 
一方、紫外光照射下の PEDOT-PSS は、ピークエネ

ルギー2.8eV、半値全幅 0.5 eV の発光を示し、その発

光は 10ps 程度続くことがわかった。PEDOT-ClO4お

よび Na-PSS の発光との比較から、観測された

PEDOT-PSS の発光は PSS に由来すると考えられる。 
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